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お名前：



本日の報告のポイント

・実証事業を通してわかったニーズなど

・ニーズと課題を踏まえた今後必要になる取り組み

・実証事業の成果と浮かび上がった課題
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１．実証事業概要
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本実証事業の目的
■背景■

政府は令和5年5月に「新時代のインバウンド拡大アクションプラ
ン」を決定し、同プランで掲げた「ビジネス目的での訪日外国人旅
行消費額2割増（令和7年までに令和元年比）」「国際会議の開催件
数世界5位以内（令和12年）」といった目標達成に向け、各種施策
を推進している。

その中で、国際会議の誘致のためには、国外競合都市との差別化
を図り、主催者（ローカルホスト及び国際本部）に対して開催地と
しての魅力を的確に伝えていくことが必要となる。そのためには、
地元の関係事業者との連携を強化し、都市全体で受け入れ体制を向
上させることにより主催者及び参加者の満足度を向上させ、次の国
際会議の誘致に繋がる好循環が生まれることが望まれる。

■事業の目的■
これらの目標に向けて、国際会議の誘致競争力強化のために、開

催地としての魅力を向上させる事が不可欠である。また、開催件数
の増加を図ることとあわせて、開催が決定した会議の経済効果の最
大化を図っていくことも重要である。

そのためには、ユニークベニューの活用による開催効果拡大のた
め、ユニークベニューの新規開発や開発済みの施設の利用促進に向
けた体制作りの実証を通し、ユニークベニュー活用促進に求められ
る各主体の役割を特定し、円滑な活用に向けたノウハウの蓄積を支
援する。また、地元産業及び地域経済への効果拡大のため、地元企
業等との連携により、参加者の回遊性向上・消費額拡大に資する参
加者特典プログラム（地域回遊性向上に資する参加者特典プログラ
ム）の提供を実証し、効果の検証を行う。

さらに、これらの実証により得た結果を国全体で共有していくこ
とを目的とする。 3



事業の対象及び概要
■実証事業の対象■

開催地の魅力を向上させるため、ユニークベニューの活用や地域の
資源を活用した国際会議参加者特典プログラムの実証を通し、それら
を継続的に提供するための体制を構築する取組。

開催地の魅力向上に資する「ユニークベニューの活用」、参加者の
満足度向上及び消費額の拡大に繋がる「地域回遊型プログラム」のど
ちらか、または両方を実施し、コンベンションビューロー等において
取組を実施するもの。

■実証事業主体の条件■
・募集要項に記載されている事項を全て承諾の上、実施できるコンベ

ンションビューロー等（※）。
・「日本国内にて２日間以上での会期で開催され、少なくとも日本を

含め３つの国/地域から50名以上の現地参加を見込む国際会議」と
共同申請すること。

・実証するプログラムに共同で取り組む企業、自治体、団体やコー
ディネーター等と共同で申請することができる。
※コンベンションビューロー等とは、我が国への国際会議の誘致活動

及び開催支援の両方を行う地域組織

■実証期間■
2024年5月1日〜2024年12月末日までにその会期が終了する国際会議
で実施されるものであること

■募集期間■
2024年2月24日〜3月22日

ユニークベニュー部門︓15件
地域回遊部門︓10件

件

採択件数

応募数

採択数
件

ユニークベニュー部門︓13件
地域回遊部門︓07件
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採択実証事業一覧
開始日 終了日 日数 全体 うち国外 参加国数 全体 うち国外 参加国数

UV003 姫路市 2024年国際固体素子・材料コンファレンス 姫路城でのレセプション 2024年9月1日 2024年9月4日 4 公益社団法人応用物理学会 姫路観光コンベンショ
ンビューロー

1,013 362 15 363 145 15

UV005 広島市 第12回JFPS国際シンポジウム（JFPS2024） 広島城護国神社レセプション 2024年10月22日 2024年10月25日 4 一般社団法人日本フルードパワーシステム学
会

広島観光コンベンショ
ンビューロー

220 80 7 185 65 10

UV006 仙台市 第32回日本乳癌学会学術総会 仙臺緑彩館でのレセプション 2024年7月11日 2024年7月13日 3 東北大学大学院医学系研究科 乳腺・内分泌
外科学分野

仙台観光国際協会 6,221 77 16 1,135 35 8

UV012 大阪市 IGLTA 年次総会 2024 住吉大社での交流とビジネス機会の創出を目的としたパーティー 2024年10月23日 2024年10月26日 4 国際LGBTQ+旅行協会(IGLTA） 大阪観光局 575 384 51 234 205 51

UV013 大阪市 第2回日台韓合同頭頸部外科学会 大阪迎賓館でのレセプション 2024年9月19日 2024年9月20日 2 特定非営利活動法人 日本頭頸部外科学会 大阪観光局 220 62 7 27 17 3

UV015 広島市 2024年度INEI総会 横川商店街でのはしご酒 2024年10月23日 2024年10月25日 3 国立大学法人 広島大学 広島観光コンベンショ
ンビューロー

144 26 8 62 26 8

UV016 鹿児島市 SKA到来に挑む宇宙磁場研究集会 フェリー屋久島２でのパーティー 2024年5月27日 2024年5月31日 5 山口大学理学部物理情報科学科 鹿児島観光コンベン
ション協会

85 53 13 75 51 13

UV017 東京都 第32回プラスチック光ファイバー国際会議 慶應義塾大学三田キャンパスでの文化体験 2024年11月11日 2024年11月13日 3 International Cooperative of Plastic
Optical Fibers (ICPOF)

東京観光財団 151 43 10 134 42 10

UV020 岡山市 ユビキタス社会・再生エネルギー・ヘルスに資するナノマテリアル/デバ
イスを実現する光・X線計測技術に関する国際会議

能楽堂ホールでのレセプション 2024年11月27日 2024年11月29日 3 岡山大学 おかやま観光コンベン
ション協会

99 30 11 99 30 11

UV021 滋賀県 第11回呼吸機能イメージング国際ワークショップ 琵琶湖を航行する、客船ミシガンによるレセプション 2024年8月23日 2024年8月25日 3 滋賀医科大学 内科学講座 呼吸器内科 びわこビジターズ
ビューロー(大津市)

178 77 8 109 53 -

UV023 広島市 第24回国際ステラレータ・ヘリオトロンワークショップ エキキターレでのウェルカムレセプション 2024年9月9日 2024年9月13日 5 広島大学 広島観光コンベンショ
ンビューロー

231 153 11 231 153 11

UV024 新潟市 国際交流姉妹校による自然科学に関する第5回国際会議 歴史的建造物等のユニークベニューコンテンツの展開 2024年9月26日 2024年9月28日 3 国際交流姉妹校による自然科学に関する国際
会議組織委員会

新潟観光コンベンショ
ン協会

269 119 11 180 121 11

地域002 旭川市 第10回太平洋地域木材解剖学会議 日本の夜の文化「スナック」訪問プランの提供 2024年9月11日 2024年9月14日 4 北海道大学 農学研究院 基盤研究部門 森林
科学分野

旭川観光コンベンショ
ン協会

105 31 10 39 10 6

地域001 広島市 第24回太陽エネルギーの光化学的変換・貯蔵に関する国際会議 (IPS24)
/ 人工光合成国際会議(ICARP)2024

ナイトコンテンツ開発実証事業：レセプション後の「広島市繁華街：流
川」でのバーホッピング

2024年7月28日 2024年8月2日 6 IPS-24 実行委員会 広島観光コンベンショ
ンビューロー

370 120 26 162 62 18

地域008 横浜市 横浜国際舞台芸術ミーティング2024「YPAMエクスチェンジ」 地元商店会との協力による、回遊性向上のための地域イベントプログラ
ム及び広報事業

2024年11月29日 2024年12月15日 17 横浜国際舞台芸術ミーティング実行委員会 横浜市観光協会 530 197 38 257 122 35

地域009 仙台市 第32回日本乳癌学会学術総会 仙台中心部商店街と国分町コラボによる街なかバル 2024年7月11日 2024年7月13日 3 東北大学大学院医学系研究科 乳腺・内分泌
外科学分野

仙台観光国際協会 6,221 77 16 169 2 2

地域011 神⼾市 第8回世界災害看護学会国際学術集会 震災復興を⽀えた地域の力で魅力アップ〜グローバル新観光都市・神⼾
散策プランの提供

2024年11月29日 2024年12月1日 3 世界災害看護学会世界大会2024運営事務局 神⼾観光局 413 162 13 354 152 13

地域014 呉市 第37回アジア太平洋船舶海洋構造工学会議 レセプション歓迎フォーマット/地域商店街回遊アプリ（マイクレ）利用
による国際会議参加者消費拡大実証プログラム

2024年9月25日 2024年9月28日 4 広島大学大学院先進理工系科学研究科 輸
送・環境システムプログラム

広島観光コンベンショ
ンビューロー

152 77 7 152 77 7

地域019 岡山市
ユビキタス社会・再生エネルギー・ヘルスに資するナノマテリアル/デバ
イスを実現する光・X線計測技術に関する国際会議

岡山市内飲食店ガイドブック「出張餐時」の当該国際会議専用カスタマ
イズ本による滞在日数促進事業とカルチャーゾーン施設入場券「おかや

2024年11月27日 2024年11月29日 3 岡山大学
おかやま観光コンベン
ション協会

99 30 11 99 30 11

地域022 沼津市 第35回太陽光発電国際会議（PVSEC-35） 「地元飲食店による特別メニューの提供」、「託児所の設置」、「会議
会場と離れたバンケット会場の設定」、「エクスカーションの実施」

2024年11月10日 2024年11月15日 6 第35回太陽光発電国際会議組織委員会 静岡県東部地域コンベ
ンションビューロー

921 415 33 921 415 33

申請者（CVB等） 国際会議参加者 実証事業参加者管理No. 開催都市 国際会議名称 実証事業タイトル 国際会議会期 申請者（主催者）
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２．参加者アンケート
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滞
在

日
数

平均滞在日数

①滞在日数の傾向

約4泊の国内追加滞在

約1.5泊滞在が多い

n=558

n=564

n=1094

海外参加者は平均1.5泊開催地での滞在日数が多い

海外参加者向けのサービスとして学会の前後で、
何らかの消費を促すサービスを提供することは、
消費喚起につながりやすい

海外参加者は国内他都市で平均4泊延泊をしている

県内各地や周辺都市と連携して、海外参加者向け
の情報発信を強化することで、より一層の観光需
要や消費の喚起をできる可能性がある
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海外参加者

国内参加者

他都市訪問の有無

訪問した 訪問しなかった

②今回の会議に合わせての他都市訪問

(29％)(71％)

(18％) (82％)

訪問先都市の傾向
≪国内参加者≫
・開催地周辺の都市や観光地等を訪れている
・開催地内の少し遠方の県内他都市を訪れているケースも多い
≪海外参加者≫
・全体の傾向としては、周辺都市を訪れているケースが多い
・開催都市に関わらず、東京を訪れている人は一定数いる
・⻑期滞在の方は、日本各地を周遊されるケースが多い

訪問目的

海外参加者は8割以上が開催地以外の他都市を訪問

他都市訪問したほぼ全員が観光目的を含む回答

国際会議の海外参加者向けに観光情報を発信する
ことは効果的

比較的周辺都市が多いことから、県内他都市や周
辺地域との連携が重要
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アンケートから見る周辺地域の情報発信の重要性

・国内他都市で平均4泊延泊
・8割以上が開催地以外の他都市を訪問
・他都市訪問者のほぼ全員が観光目的を含む

■現状■

■アンケート結果（海外参加者）■

開催地
ＣＢ

隣接
都市

県内
他都市

隣県
ＣＢ

周辺地域の情報発信も重要

・まずは開催会議での観光情報の提供などか
ら取り組みを行う

・回遊促進につながるような取り組みに発展
させる（連携周遊パンフレットの作成やエ
クスカーションでの連携等）

≪連携のメリット≫
・周辺都市での情報発信を強化すること

で、開催地を軸とした周遊が生まれ、
開催地での滞在日数も増加する

・誘致時点での連携にもつながり誘致力
の強化につながる

・参加者にとっても周辺都市の情報も効
果的に得られ満足度が高まる開催地のコンベンションビューロー

だけが開催に関わり周辺地域と情報
共有など連携ができていない

■理想（例）■

開催地
ＣＢ

周辺
都市

県内
他都市

隣県
ＣＢ

開催情報共有

観光情報提供

観光情報提供

ｴｸｽｶｰｼｮﾝ等
協力打診

開催地のコンベンションビューロー
が中心となって、周辺のDMO等と
の連携で効果の高い開催を実現

Point 周辺(県内・隣県)のDMO等と連携

企画協力
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国際線運賃 国内交通費
国内消費額

（交通費含む）
国内消費額

（交通費除く）
開催地消費額

海外参加者 191,870 25,170 204,586 179,416 122,502
国内参加者 19,562 73,146 53,583 55,163

③消費額の傾向
■項目別平均消費額

■国別の地域消費額

（単位＝円）

【参考】本事業対象国際会議に関連した消費額総計（回答ベース）
円

※仙台は、国内交通費と国際線運賃を問うていない。
※鹿児島は、地域消費額が「天文館」に限定した聞き方のため、除いて整理している。

110,178 

92,412 

174,280 

136,658 

118,209 

76,273 

87,500 

211,075 

185,000 

113,071 

178,155 

153,684 

150,417 

190,655 

66,000 

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000

Taiwan

Republic of Korea

United States of America

Germany

China

Philippines

Thailand

Canada

Australia

Spain

United Kingdom

Italy

France

India

Singapore

国別の平均消費額

国際線運賃 国内交通費
国内消費額

（交通費含む）
国内消費額

（交通費除く）
開催地消費額

海外参加者 101,307,197 13,591,951 113,885,241 100,293,290 69,580,879
国内参加者 20,110,220 170,941,780 150,831,560 138,901,273

合計 101,307,197 33,702,171 284,827,021 251,124,850 208,482,152

（単位＝円）

国内での1人あたりの平均消費額

204,586

122,502
開催地での1人あたりの平均消費額

円

円

海外参加者平均消費額

カナダ、インド、オーストラリア、
イギリス、アメリカ
からの参加者の開催地での消費額が多く、イン
ドを除けば欧米豪が高額消費の傾向にある。

国際会議参加のための
1人あたりの平均総消費額

396,456 円
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④国際会議時に参加したいプログラム（複数回答可）

ユニークベニューへの期待は総じて高いが
懇親会より会議ベニューとしての期待の方が高い

海外参加者は文化体験へのニーズが高い

海外参加者は適切な情報提供を求めている

エクスカーションへの期待も比較的高い

n=海外参加者618/国内参加者2,548
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n=海外参加者618/国内参加者2,548

⑤ユニークベニューでのプログラムに期待すること（複数回答可）

ユニークベニュー自体の特殊性よりも
開催地ならではの歴史・文化・食事といった

「中身」への期待が高い

海外参加者の1/3が食事への配慮を求めている

海外参加者のサステナビリティや
ネットワーキングを重視する比率が高い
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⑥印象的だったユニークベニューとその理由（抜粋）

ベニュー名 回答者
居住国 理由

バルセロナ市庁舎 ベルギー 会場、食事の質、クラシック音楽の生演奏などすべてが印象的

エディンバラ城 カナダ とても印象的なベニューであると同時に、ホストが歴史と地域のつながりについて説
明してくれたことで、より一層理解が深まった。

グラナダの科学博物館 スペイン メインホールはとてもモダンで大きくキレイだった。市内中心部に近くランチや夕食
の選択肢も豊富だった。

ウィーン市庁舎 日本 歴史的な建物の中で印象的なパーティーが開催された
フランスの修道院 日本 地元の歴史を語りながら、地元の食べ物を味わえたのが良かった

ポーランドの塩鉱山や採石場 日本 自らでは行くことができない場所に行け、体験することができた。採石場の地下での
懇親会というのはインパクトがあった。

南アフリカの動物保護区
カナダ

ベルギー
アメリカ

野生の生き物を見ながらの国際会議は印象的だった

フランスのシャトー
（ワイン工場とワイン畑）

アメリカ
オランダ

様々な厳選されたワインが試飲できるとともに、雰囲気のいいブドウ園でのパー
ティーやケータリングもおいしく、素晴らしい会場だった。

クルージングの船上で学会 日本 スウェーデンからフィンランドへの往復のクルージング。船上でシンポジウムがあり、
フィンランドに到着したら時間は短いが観光もできた

エアバスの工場 日本 普段は絶対に入ることができない場だから
ツォルフェアアイン炭鉱業遺産群 日本 近現代史と現代とのつながりを肌で感じられる特別な空間
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n=海外参加者582/国内参加者2,534

海外参加者の約50％が何らかの
形態による割引サービスが
周遊のきっかけになると回答

海外参加者の約77％が何らかの
地域に関する情報提供が
周遊のきっかけになると回答

⑦開催地を周遊するために提供を受けたいサービス（複数回答可）

公共交通機関のパスや割引サービスへの期待は、国内外問わずニーズが高い

海外参加者は、割引サービスよりも、適切な情報提供を期待する方が多い
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⑧他都市で周遊に効果的だった事例とその理由（抜粋）

ベニュー名 回答者
居住国 理由

市内交通のフリーパス
（プラハ、ミュンヘン等）

アメリカ・カ
ナダ・スペイ
ン・ドイツ・
キプロス・イ
ンド・日本等

お昼ご飯でも前後の観光でも気軽にバスや地下鉄を利用できた
観光スポット間の移動が容易になり時間の節約になった

パーソナライズされた旅行サービ
スと滞在前後のサポート フランス 開催地をより簡単に楽しむことができた

街の伝統的な地域にある
ローカルレストランを訪れる

ためのクーポン
ドイツ 場所のわかりやすい地図が提供され、またレストランオーナー側も利用が見込めるた

め、きっちりと準備を整え、かつ利用者にフレンドリーでとてもよかった。

主催者が計画する
エクスカーション

各国
（回答多数）

観光はしたいが、なかなか自分で考えている時間がない。エクスカーションでは、通
常個人では入れない、行けない場所へ行けることが多いので、その点を期待している。

会議参加者に現地ガイドがついて
アテンドしてくれた アメリカ ガイドが観光情報や観光スポットを紹介、説明してくれてとてもよかった

自転車のレンタルサービス 日本 好きなところに気軽にいけるようになる
シンガポールの航空券補助 日本 航空券の負担が浮いた分、観光などで利用しようと考える
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⑨事業全体でみる満足点と不満足点（UV、複数回答可）

n=海外参加者409/国内参加者1,320

n=海外参加者409/国内参加者1,320

海外参加者の満足理由で最も多かったのは
日本の歴史・文化・日本食などを体験できた点

日本らしさ・地域らしさを打ち出せれば、満足度
は高まる。逆になければ満足度は下がる。

ネットワーキングの機会として
有意義であったかどうかも国内外問わず比較的多い

フードダイバシティ（食事への配慮）への対応は
特に海外参加者の不満足の比率が高い

日本人の思っている以上に、海外参加者からは対
応などが見られている意識が必要。
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⑩事業全体でみる満足点と不満足点（地域回遊、複数回答可）
満足した点 満足できなかった点 n=海外参加者212/国内参加者500n=海外参加者212/国内参加者500

海外参加者の満足理由で最も多かったのは
日本の歴史・文化・日本食などを体験できた点

日本らしさ・地域らしさを打ち出せれば、満足度
は高まる。逆になければ満足度は下がる。

特典の内容は比較的シビアに見られている

海外都市も含め、参加者向けの様々なサービスが
展開されているので、ある程度の意識は必要。
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⑪参加者満足度から見る傾向

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

UV003姫路(N=168)
UV005広島護国(N=100)

UV006仙台(N=721)
UV012大阪住吉(N=48)

UV013大阪迎賓館(N=47)
UV015広島横川(N=38)

UV016鹿児島(N=49)
UV017東京(N=89)
UV020岡山(N=38)
UV021大津(N=48)

UV023広島エキキタ(N=71)
UV024新潟(N=58)

地域001広島流川(N=74)
地域002旭川(N=15)
地域008横浜(N=49)

地域009仙台(N=169)
地域011神⼾(N=45)

地域014呉(N=42)
地域019岡山(N=40)

地域022沼津(N=193)

各実証事業の満足度

とても満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 とても不満

満足度の高い取り組みは
地域の方の参加度合いが高かった

幅広い地域の方の活躍、地域が一体となっておも
てなしの気持ちと参加者との交流が重要

地域回遊は参加者への確実な資料配布や
内容（使い方）の丁寧な説明ができていた

事業の満足度が高い

ユニークベニューでは食事の提供方法に
課題のあった事業で満足度が低くなった
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地域の積極的な参画によって満足度が高まった事例 UV015広島横川の事例

①ビューローの別事業部とのつながりから声がけ
元々イベントを多く実施していた横川商店街は、ビューロー内の
観光部門とのつながりが深く、国際会議での活用を検討していた
ビューロー部門から相談して関係を構築。

②国際会議での商店街の活用を提案
ビューローから、主催者に横川商店街での企画を提案し、横川商
店街での取り組みがスタート。

③横川商店街が中心となって主催者と企画調整
主催者との調整などは、ビューローもフォローしながら、横川商
店街が直接実施。オペレーションも主催と相談しながら、例えば
日本語しか話せない地域の方々が案内するため、各グループに日
本語と英語が話せる参加者を混ぜてもらうなどの工夫を調整して
実現。

■事業実施までの流れ■

④当日も地域の関係者が中心となっておもてなし
地域の関係者が積極的なおもてなしと交流を参加者と行い満足度
を高めていった。商店街の関係者がここまで積極的になっている
ことで、各店舗でも様々な交流が生まれ、商店街全体にも好影響
をもたらした。

地域の想いに応えるサポートの重要性
・普段からイベントを多くされている商店街だけあって、イベント慣れ

はされていたが、国際会議主催者とのやり取りは独特な点もあり苦労
もされたようだ。

・地域を多くの方に知ってもらいたいというモチベーションの火を消さ
ないように、適切なフォローと継続した関係性を持つことが重要であ
る。

Point

■実際の事業の様子■

▲地域の方々の歓迎 商店街と関わりの深いｵﾀﾌｸｿｰｽ社
によるお好み焼きの実演▲

▲地域の方がご案内 ご当地マンホールのお好み焼き
マンホールを解説▲

▲看板犬!?とも交流 ▲地域の方も一緒に

▲もちろん見送りも

商店街等

・普段地域でイベントを積極的
に実施している商店街の方々
の活躍

・企画から主催者との調整まで、
地域が主体的に関わる

・当日も地域の方々との豊富な
コミュニケーション機会と地
域性豊富な企画が参加者の満
足度を高めた

事業のポイント

▲地域の方も一緒に
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

UV003姫路(N=168)
UV005広島護国(N=100)

UV006地域009仙台(N=943)
UV012大阪住吉(N=66)

UV013大阪迎賓館(N=65)
UV015広島横川(N=37)

UV016鹿児島(N=49)
UV017東京(N=92)

UV020地域019岡山(N=46)
UV021大津(N=51)

UV023広島エキキタ(N=85)
UV024新潟(N=83)

地域001広島流川(N=102)
地域002旭川(N=22)

地域008横浜(N=139)
地域011神⼾(N=92)

地域014呉(N=77)
地域022沼津(N=178)

各実証事業による購買意欲促進度
（事業を通して地域のものを買おうと思ったか）

思った 思わなかった

⑫購買意欲促進度から見る傾向

概ねどの事業も8割以上の参加者に地域産品の
購入意欲が生まれていた

ユニークベニューや地域回遊のような地域の魅力
を発信しやすいコンテンツは地域の魅力への訴求
性が高い

促進度が低かった事業は
「地域性」の打ち出しが弱かった

・大都市で地域性が打ち出しづらい
・ベニュー等コンテンツ自体のインパクトが強い
・コンテンツが「地域性」と結びつきづらい

など
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３．実証事業からの考察
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１）実証事業の整理
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実証事業を踏まえたコンテンツ開発の取り組みの整理
・各都市で「国際会議開催地としての魅力向上」につながるコンテンツ（ユニークベニューや地域回遊などの

取り組み）を開発し、継続して自走化していくためには、２つの要素について、どの状況にあるかを把握
し、それに応じた役割をビューロー等が果たすことが重要

・フェーズがあがればあがるほど、よりコンテンツとしての自走化に近い状態となる

① 活用のために必要な取り組み

②
連
携
先
等
の
協
力
姿
勢

Stage 1 きっかけ作り（連携構築）
・国際会議への関心を持ってもらう必要がある
・国際会議で活用できることを知ってもらう必要がある
Stage 2 事業化検討（仕組み化、トライアル）
・継続的にそのコンテンツを活用していくための仕組みの構築や付加価値の検討
・アイデアはあるが実際に形にするためにトライアルを行う必要がある
Stage 3 実効性検証・アレンジ
・何らかの課題等があって活用されていないコンテンツの検証や課題整理
・主催者への提案の幅を広げる新たな発想での活用方法やコンテンツのアレンジ

① 対象コンテンツを国際会議で活用するために必要な取り組み

Level 1 国際会議やそれに類する受入経験がない
・国際会議に応用できる経験やノウハウまたはコンテンツを持っているだけの状態
Level 2 国際会議やそれに類する経験はあるが積極的ではない
・相談すれば引き受けてくれるが、積極的に注力しているわけではない
・決められた枠の中であれば引き受けてくれるがイレギュラー対応はしない
Level 3 国際会議のノウハウも持ち自ら継続的に活用を推進できる
・自ら主体的に国際会議での活用を事業として考えていこうとしている
・イレギュラー対応なども可能な限り柔軟に検討してくれる

② 連携先等の協力姿勢 ベニューなどの直接のサプライヤー以外に事業をコー
ディネートできる者がいる場合は、その状況でも判断

コンテンツ
としての自走化
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Stage1×Level3 Stage2×Level3

・課題や付加価値等ア
イデアを伝えて対応
策を検討してもらう

・実施は事業者中心に
任せ要所を支援

Stage3×Level3

・課題や新たな活用方
法などを一緒に検討
し事業価値を高める

・状況把握と必要に応
じてフォローを行う

Stage1×Level2

・利用方法の検討から
実施まで伴走しなが
らサポートが必要

・国際会議のから得ら
れる効果の説明も行
い理解を深める

Stage2×Level2

・課題や付加価値等ア
イデアを伝えて一緒
に検討していく

・主催との間に入って、
フォローを必ず行う

Stage3×Level2

・課題や新たな活用方
法などを一緒に検討
し、国際会議に巻き
込んでいく

・主催との間に入って、
フォローを必ず行う

Stage1×Level1

・利用方法の検討から、
実施まで伴走しなが
らサポートが必要

・国際会議に関する説
明もしながら理解を
深める

Stage2×Level1

・課題や付加価値等ア
イデアを形にして実
施できるよう調整

・事業の中心になって
推進し、主催との調
整もできるだけ担う

Stage3×Level1

フェーズごとにビューロー等に求められる役割

・事業者側で自律的に受入が可能
・事業者自ら主催者へ誘致・提案などの営業も行う
・活用の依頼などの相談に迅速に対応できる
・ビューローと関係性を持ちながらも、相互に動き

補完関係にある

・条件付きでも相談すれば、受入てくれる
・適切なオペレーションのためには、ビューロー等

や理解度の高いコーディネーターの存在が必要

■ビューロー等に求められる役割

この役割を誤ると、主催者とトラブルが発生するなどして、地域
の協力が得られにくくなったり、事業としての継続性がなくなっ
てしまう可能性がある。

■コンテンツとして自走化している状態

ビューロー等が・・・
・プロモーション素材を持っている
・主催者からのニーズに応じて、事業者等と相談し

ながら、柔軟に内容をアレンジして提案できる

前提条件

ベストの状態 事業者がLevel3

ベターの状態 事業者がLevel2

取り組みのステージ

連
携
先
等
の
協
力
姿
勢

但し、自走化の本質は異なる
24



２）参考事例
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国際会議の場で披
露するとは考えた
こともなかったの
でとても緊張した。
でも海外の方にこ
んなにも喜んでも
らえるとは思わず、
とても嬉しかった。
正直、沼津ではな
かなかできない経
験ができたと思っ
ている。

地域とビューローとの連携の優良事例

・様々な取り組みをビューロー
が中心になって地域の関係者
を巻き込みながら取り組んだ

・適切な役割分担を設定しなが
ら、主催者や国際会議本体の
PCOとも相談を密にした

・行政関係者との折衝も含めて、
ビューローが粘り強く丁寧な
説明で動き、地域色あふれる
企画を実現させた

■地元高校生との協力したアトラクション

▲書道ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ・筝曲演奏

高校生の声

■街バル事業者に協力によって作成できたグルメマップ

地域022沼津の事例

静岡東部地域
コンベンションビューロー

主催者

PCO
(KNT)

連携

託児所
運営会社

会議運営事業者のつ
ながりから海外のお
子さんも受入可能な
事業者を調整

街バル
企画者 店舗

店舗

店舗

沼津リバー
サイドホテル

地元高校
（2校）

高校生

高校生

花火
事業者

ｴｸｽｶｰｼｮﾝ
訪問先自治体

学芸員

■海外のお子様も対応可能な託児所

エクスカーション訪問先の一つ
で産業遺構である韮山反射炉の
解説には、多くの研究者が参加
することもあり、特別に市の学
芸員にも協力を依頼し専門的な
質問にも答えられるよう対応。

様々な人との協力で成り立つ国際会議受け入れ
・静岡東部CBは広域ビューローという特性もあるが、市役所をはじめとした関係者との関係構築ができており、

こういうことをしたいと相談をした時に、適切に協力してもらえる状態にあることが成功要因であった。

Point

地元の高校2校の生
徒によるパフォーマ
ンスを実現。交流の
時間も設けられ、参
加者からもパフォー
マンスをした高校生
からも好評であった。

■周辺都市の職員も協力したエクスカーション

その他
自治体
職員等

ビューローのマンパワー不足を
補うため、市にのぼり旗の設置
や商店街との調整、物産ブース
の運営を行うなど連携して対応。
またビューロ―会員である沼津
商工会議所や三島市、三島商工
会議所にも職員応援などを依頼
して対応した。

グルメマップは各店舗との調整が重要とな
るが、常日頃から各店舗とビューローがつ
ながりをもっているわけではないため、
「街バル」の運営経験を持つ方々に協力い
ただいて、調整等を実施したことで、実現
ができた。

商店街等

事業のポイント

本事業で整理したフェーズ
Stage1×Level1の事例

26



海外の方向けの伝え方の工夫の事例

【太平洋地域木材解剖学会議webサイト】

Webサイト内にスナッ
クホッピングツアーの
詳細、参加登録ページ
を作成。

＜動画を使った説明＞
文章ではスナックが伝わ
りにくいこともあり、各
店舗に取材し動画を作成。
スナックとは？や気を付
けること、お酒の楽しみ
を動画に字幕をつけて紹
介。【 Instagram / YouTube 】

伝わりづらい文化の伝え方を考え、地域関係者との関係を構築
海外の方にハードルの高い、伝わりづらい文化である「スナック」につ

いて、来店のハードルを下げられるよう動画での紹介を作成。店内の様子
やルール、ママ（店主）の雰囲気などを伝えることで、海外の方の心理的
ハードルを下げられるコンテンツができた。

またそれらの取り組みを通して関係性を構築し、今回の国際会議で実績
も作れたことで、店舗側らからも、今後に対する期待の声が聞かれ、飲食
店も含めた企画が検討されている。

Point

■事業実施の連携体制■
旭川観光コンベンション協会

旭川観光社交組合

スナック
店舗

スナック
店舗

スナック
店舗

企画提案・協力依頼

参加調整 参加調整

地域002旭川の事例
商店街等

・日本独特のディープな文化で
ある「スナック」を国際会議
参加者、ひいてはインバウン
ド客に伝える取り組み

・動画などを活用し、店内の様
子など具体的なイメージがわ
くように工夫

・来店ハードルを下げるととも
に地域の方々にとっても受入
の気持ちをつくるきっかけに

事業のポイント

本事業で整理したフェーズ
Stage1×Level1の事例
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社員食堂を演出・活用した新たなベニュー開発の事例 UV020岡山の事例

▲室内は空間が狭く演出が少ないが
着物姿のアテンダントで演出

▲地域の食文化を提供するすし店の
店主が持ち込んだ装飾も

▼和傘での演出は後楽園の秋の幻想庭園や倉敷の春宵あかりなどでも見られる地域の風物詩

⺠間企業

・通常は一般開放していない社
員食堂を活用したユニークベ
ニュー

・演出の工夫で日本文化や岡山
らしさを感じられる空間に

・大会名のボードの前では、岡
山城をバックに記念写真を撮
ることができ、SNSへアップ
される方もいた

事業のポイント 演出の工夫以外にも様々なハードルを乗り越え実現させた
・普段一般開放されていない、⺠間企業の社内スペースの活用ということで、

実現までには様々なハードルを乗り越えている（詳細は別頁にて記載）
・どうしても課題となる点（エレベーターの待ち時間等）もプログラムの工

夫で乗り越えた。

Point

▲普段は少しおしゃれな社員食堂

本事業で整理したフェーズ
Stage2×Level1の事例
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ユニークベニューと物産展を組み合わせ相乗効果を出した事例

【大津絵】

【日の出窯】 【三井寺力餅】

【湖の駅 浜大津】

UV021大津の事例

地域の課題から生まれた発想による効果的な取り組み
・お土産を買う場所が少なくお土産による地域消費が少ないという課題から、レセプション時に物産展を行った。
・参加者はお酒が入った状態であることもあり、消費喚起につながっていた。
・国際会議会場への出展は、参加店舗の拘束時間が⻑くなってしまうが、レセプション時であれば拘束時間は少なく

済む。
・通訳を配置することで、海外参加者も安心して購入ができる状態になっていた。
・三井寺力餅や大津絵は船内で実際にパフォーマンスを行い、参加者の目を引き付けていた。
・参加店舗は日常的に物産関係と付き合いの深い観光協会が調整することで、スムーズな調整が可能となった。

Point

船舶

・お土産を買う場所が少ないと
いう地域の課題から生まれた
取り組み

・船上のユニークベニューと組
み合わせたことで、相乗効果
も発揮

・レセプションのメニューも郷
土料理や地域の食材がならび
地域性が豊富で物産展とも相
乗効果を生む

事業のポイント

本事業で整理したフェーズ
Stage2×Level3の事例
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屋内と屋外を組合わせキャパシティを拡大した事例

屋外「芝生広場」の活用
雨天時の対応旧第四銀行だけでは参加者全員を収容するには狭いため、建物外の芝生広

場にテントを張り一部の飲食を可能となるよう工夫した。また、芝生広場
には、広めのステージを設置し、みなとまち文化の象徴でもある新潟の伝
統芸能「古町芸妓」や「万代太鼓」などを披露。屋内ではパフォーマンス
スペースが取れなかったが、屋外を活用することで、より新潟らしさを訴
求できた。またトイレ等の課題を解決するために関係各所等との調整も実
施して改善を進めた。

雨天時の実施計画では下記の想定してい
た。
・芝生広場の飲食スペースのテントを4張

から6張に増設、旧第四銀行への通路に
もテントを増設し雨に濡れない導線と
した。

・ステージイベントは新潟芸子の接遇の
み対応。

・荒天(風速10ｍ以上)で屋外テントが使用
不可、またその他の危険性がある場合
含め、その場合は参加者を縮小し旧第
四銀行のみ使用する計画とした。

旧第四銀行芝生広場

ステージ 芝生広場

旧第四銀行

雨天時レイアウト

UV024新潟の事例

今回検証してわかった課題点からの学び
・建物の特性上、旧第四銀行からは外が全く見えない。ステージイベ

ントなど屋外での様子に気づきにくいという点があった。
・屋外と屋内の出入⼝が１ヵ所しかないため、食事をと取る際に⻑蛇

の列ができてしまった。
・屋外と屋内の連続性をどのように担保していくかが屋内外を活用す

る際の大きなポイントとなる。

Point

歴史的建造物

・建物内だけではキャパシティ
が足りないことから、屋外ス
ペースとの一体活用にトライ

・アトラクションを行うステー
ジを屋外に設置するなど、付
加価値もつけた

・新潟らしい料理とお酒が地域
性も演出

・地域PCOや地元のイベンター
など地域に根差したサプライ
ヤーが活躍

事業のポイント

本事業で整理したフェーズ
Stage3×Level2の事例
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他都市の事例
コーディネーター制度は、京
都の二条城でも導入されてい
る。文化財などノウハウが必
要な施設では合理的。複数の
事業者による競争原理も働き、
成⻑性の高い制度である。

ユニークベニュー活用を推進するコーディネーター制度の事例
ユニークベニューコーディネーター制度

UV003姫路の事例

・主催者がユニークベニューの活用を検討する際に課題と
なる、全体のコーディネートを行う企業をあらかじめ指
定しておくのが「コーディネーター制度」である。

・ベニュー側にとっても文化財の保護など各種規制を理解
したコーディネーターが事業を進めることで、安全性の
担保につながり積極的な活用につなげやすくなる制度で
ある。

・またコーディネーターにノウハウが蓄積するため、
ビューローの負担という意味でも軽減される部分も多い。

出所：「ユニークベニューHIMEJIプラン」リーフレット

コーディネーターが
調整した搬入スケジュール

▲制限が多い中での搬入は
難易度が高くﾉｳﾊｳが必要

Point

出所：二条城Webサイト

城郭

応用物理学会へ出展することで誘致につながる
・応用物理学会へ出展したことで主催者との関係性がで

き、SSDM2024の姫路開催につながった。
・関連会議の多い学会をリサーチして、主催者が集まる

可能性の高い会議への出展し、主催者と関係を構築す
ることは、効果的な国際会議の誘致方法の一つである。

①関連会議の多い学会をリサーチし出展
数多くの学会から、関連する国際会議が
多い学会をリサーチし出展。規模大きい
上位会議には、様々な国際会議で主催を
する可能性のある先生が来場する。

②主催者からの問い合わせを受ける
出展した際に出会っていた先生から、今
回のSSDM2024の開催地としての打診を
うける。出展を通じて知ってもらってい
なければ、打診はなかったと思われる。

③⽀援内容等を改めて説明し開催決定
誘致（開催地決定）に向けて主催者と会
場や支援内容などを相談し、ユニークベ
ニューの提案も含め、姫路での開催が決
定。開催へ向けた伴走支援も続ける。

同分野の関係者との関係性は開催を通じ
より強固に

・コーディネーター制度による
ユニークベニューの活用

・誘致から開催までのビュー
ローの丁寧な伴走支援

・実際に実施できたことによる
課題の集積と⺠間事業者と
ビューローへのノウハウの蓄
積

事業のポイント

本事業で整理したフェーズ
Stage3×Level3の事例
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一度お試しで、など
関わりのきっかけをつくる

ベニュー側が協力する目的と
メリットを考え提示していく

国際会議の機会が自らの利益に
つながることを理解してもらう

サプライヤーをステップアップさせる手法

Level 1
受入経験がない状態

Level 2
経験はあるが非積極的

Level 3
経験があり積極的

自走化
自ら積極的に活用

ベースとして常日頃から直接ではなくても
何らかの接点を持っておくことが重要

UV020岡山での事例（Level 1→Level 2）
・きっかけは能楽堂ホールの活用であったが、同社屋の最上階5階の社

員食堂にもライトアップされた岡山城を眺めながら会食ができる特別
な空間があったこと、Tenjin9（RSK）の担当者がビューローのコンベ
ンション部会⻑だったこともあり活用の検討がスタート。いくつかの
条件・課題を乗り越え実施し、次へつなげることができた。

Point

UV015広島横川での事例（Level 2→Level 3）
・豊富なイベント経験をもとに、地域の商店街として国際会議の受入も

検討していたが、主導的に調整等を行った経験はこれまでなかった
・今回主催と様々なやり取り、調整をしながら企画の実現につなげてい

き、手ごたえを感じた
・「横川商店街」を知ってもらい少しでも商店街振興につながればとい

う想いから、多くの人が協力してくれ、積極的に動くことができる
・取り組みが主催者や参加者からも高く評価されたことが、次へのモチ

ベーションにもつながっている

Point

UV021大津での事例（Level 3→積極展開）
・ミシガンを運航する琵琶湖汽船として、実際に行われた取り組みを見

て、今後は積極的にクルーズと物産展のパッケージを考えたい
・会社としてもシナジーが高いことから、展開していきたいと考えてい

る（物産展に出展していた店舗の一つは琵琶湖汽船が運営）
・元々団体向けなどで営業活動を展開していたが、ユニークベニューと

いう視点でも積極的に営業を展開していくことを考えている

Point

地域の中でコンテンツの充実や継続的な魅力向上につなげるためには、ユニークベニューの管理者などの受入
事業者（サプライヤー）もしくは事業をコントロールするコーディネーターが、意識を変えながら、ノウハウ
を蓄積し、ステップアップしていくことが重要

実際にユニークベニューという
活用の仕方と物産展を行うとい
う組み合わせが、社業としてシ
ナジーにつながりメリットを見
いだせたことで、積極的に考え
られるようになったようである。

主催との関係性含め、国際会議
に深く関わったことで、意識が
変わったようで、次の機会につ
いては柔軟に対応しながら、楽
しみにしていただけている様子
をうかがうことができた。

ユニークベニューの活用では、
様々な条件をクリアしなければ
ならないこともあるが、一度実
績や手法が蓄積されれば、それ
をアレンジすることで、比較的
容易に実施が可能になる。

①大人数の部外者が社内スペースに入るため、RSK社内での稟議が必要に
②建物損壊保険の加入も必要に
③パーティ会場としての貸出を想定していない設計のため参加者の出入り・

搬出入含め1台のエレベーターのみでの対応が必要に
※当然RSK社員も利用するので、搬入搬出スケジュールを綿密に調整し、

社員優先での計画を策定

④完全原状回復を原則とした装飾物の設営
撤去計画。テラスの安全対策、地域住人
への騒音考慮をした22：00完全撤退計
画。などの調整

⑤セキュリティ対策として参加者、関係者
全員のネームストラップの着用を徹底

クリアした
5つの課題 32



３）実証事業の成果と課題
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各事業の成果と課題
地域002

旭川
ﾌｪｰｽﾞ S1×L1 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ なし
受入先 商店街等 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 社交組合、デザイン会社

成
果

・スナックという独自性の高い文化を発信する手法
・社交組合等との関係性の構築と次への期待

課
題

・事業自体のPR不足（主催
者との連携不足）

・今後どのようにスナック
を主催者へ訴求していく
かの検討

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・主催者と連携を密に早め
の情報展開と紹介を

・選択肢の増加(人を選ぶ
「スナック」以外の旭川
らしいコンテンツの開発)

UV006
仙台

ﾌｪｰｽﾞ S3×L3 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ あり（大手PCO）
受入先 交流施設 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 大手PCO、施工会社、音響会社等

成
果

・大規模ユニークベニューがなかった地域における新たなユ
ニークベニュー

課
題

・会場の演出に「仙台らし
さ」が乏しかった

・継続的な活用へ向けたコ
ストの圧縮

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・地域らしい付加価値をど
のようにつけるか

・主催者の予算に合わせた
提案内容の検討

地域009
仙台

ﾌｪｰｽﾞ S2×L1 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ なし
受入先 商店街等 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 地域づくり法人

成
果

・簡単にアレンジ可能な汎用的なWebサイトが構築された
・公共交通機関の乗車券配布との組み合わせは効果的

課
題

・事業自体のPR不足（主催
者との連携不足）

・自走化へ向けてクーポン
の原資についての検討

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・構築したWebサイトを活
用し早期に主催と連携

・店舗に割引を設定しても
らうなど金券に変わる取
り組みなども検討を

UV017
東京

ﾌｪｰｽﾞ S3×L2 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ なし
受入先 寺社仏閣 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 施工会社、レンタル会社等

成
果

・ユニークベニューの講演会場やポスター会場として活用ノウ
ハウ

課
題

・主催者自身での運営によ
るクオリティの不足

・ビューロー等によるフォ
ローの不足

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・他のユニークベニューで
も会議会場としての活用
など積極的に今回の知見
を活かし展開すべき
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各事業の成果と課題
地域008

横浜
ﾌｪｰｽﾞ S2×L1 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ あり（文化系NPO）
受入先 複数飲食店 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 各種飲食店、印刷・デザイン会社等

成
果

・フードダイバシティの対応状況についてわかりやすくまとめ
られた

課
題

・今回の取り組みをどのよ
うに継続させ、活用して
いくのかの検討が不足

・主催者のやりたいことを
実施して終わりになって
いる

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・地域で行われる様々な取
り組みから生まれた付加
価値をビューローが積極
的に活用する意識を持つ
べき

UV024
新潟

ﾌｪｰｽﾞ S3×L2 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ あり（地域PCO）
受入先 歴史的建造物 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 地域イベンター、ホテル等

成
果

・地域の事業者の活躍
・キャパシティ不足を補う屋内ユニークベニューを屋外とセッ

トで活用した取り組み

課
題

・屋外と屋内の連続性の確
保

・課題点を改善するための
関係各所との調整

・コスト縮減策の検討

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・事業で得られた課題に対
してあらかじめ改善方法
を検討し、「次」の主催
者へ説得力のある提案が
できるように

地域022
静岡東部

ﾌｪｰｽﾞ S1×L1 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 一部あり（大手旅行会社）
受入先 商店街等 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 街バル運営者、ホテル、学校等

成
果

・地域の関係者（周辺自治体や学校、地域の事業者）とコンベ
ンションビューローの連携構築

課
題

・地元サプライヤーの育成
・継続した取り組みのため

の次の機会

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・観光庁の事業なども活用
し、実績を積み重ね

・サプライヤー向けの勉強
会など、継続的なタッチ
ポイントを構築

UV021
大津

ﾌｪｰｽﾞ S2×L3 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ あり（大手旅行会社）
受入先 船舶 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 施工会社、レンタル会社等

成
果

・付加価値としての物産展は地域の弱みも補い効果的
・地域の食のアピールなどの工夫のノウハウ蓄積

課
題

・どのように地域にノウハ
ウを蓄積し横展開するか

・物産展への導線（案内）
の改善など

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・主催者やコーディネー
ターどの調整などの経験
値を高める

・地域の事業者へ積極的に
ノウハウを還元
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各事業の成果と課題
UV012
大阪

ﾌｪｰｽﾞ S3×L2 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ あり（大手旅行会社）
受入先 寺社仏閣 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 演出・機材会社、パフォーマー等

成
果

・住吉大社として国際会議の受入についてより前向きになった
（様々な点で比較的融通をきかせてくれるようになった）

課
題

・地域らしさの打ち出しに
課題があった

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・今後の活用では、大阪ら
しさなどの付加価値の一
層の検討、提案、実施

・「次」を見つけ、継続性
を積極的に担保

UV013
大阪

ﾌｪｰｽﾞ S3×L3 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ あり（大手PCO）
受入先 歴史的建造物 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ ベニューの⺠間指定管理事業者等

成
果

・ユニークベニュー自体の管理を⺠間が担い、クオリティや継
続性自体は高い。今後、新たな取り組みも期待できる。

課
題

・ビューローとしての支援
のあり方、関わり方は適
切に検討する必要がある

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・今後の活用では、大阪ら
しさなどの付加価値の一
層の検討、提案、実施

・⺠間管理者との連携を深
めた取り組みを行う

地域011
神⼾

ﾌｪｰｽﾞ S1×L1 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ なし
受入先 公共・文化

観光等施設 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ システム・データ分析会社等

成
果

・防災×観光というテーマ自体は、地域らしい特色のあるコン
テンツである

課
題

・主催者中心の企画運営と
なっていて、個人の対応
力に依存

・ビューロー等が中心で進
めてもよい企画であった

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・都市全体として誘致をど
のようにしていくかの意
識への転換

・都市の魅力を高めるコン
テンツ開発にも積極的に
取り組む

UV003
姫路

ﾌｪｰｽﾞ S3×L3 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ あり（大手旅行会社）
受入先 城郭 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 施工会社、レンタル会社等

成
果

・MICE向けのユニークベニュー活用を制度化し、⺠間にノウハ
ウが蓄積する仕組みがあり、その実効性が確認できた

課
題

・食事の提供動線など、運
営面での課題改善

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・コーディネーターととも
に活用における改善点の
整理、対応、蓄積を行う
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各事業の成果と課題
UV020
岡山

ﾌｪｰｽﾞ S2×L1 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ あり（大手旅行会社）
受入先 ⺠間企業 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ ﾎﾃﾙ・飲食店、施工会社、ﾊﾟﾌｫｰﾏｰ等

成
果

・社食を上手く演出し素晴らしいベニューへと昇華させた
・地域の方による説明、待ち時間を体験価値化等の高付加価値

課
題

・社食用備品の目隠しなど、
細かいディテール面での
課題改善

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・MICEに関わる地域のス
テークホルダーの輪を今
後も継続して広げながら、
事業者と積極的にディス
カッションして改善する

地域019
岡山

ﾌｪｰｽﾞ S3×L2 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ あり（大手旅行会社）
受入先 飲食店

観光施設 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 印刷会社等

成
果

・既存の冊子を活用し、冊子に巻く「帯」をクーポンとして活
用する手法はアレンジもしやすい

課
題

・クーポンの活用について、
今後原資をどのようにし
ていくか

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・店舗側の割引サービスや
主催者への販売設定など、
次へつなげる検討

UV005
広島

ﾌｪｰｽﾞ S1×L2 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ あり（大手旅行会社）
受入先 寺社仏閣 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 施工会社、パフォーマー等

成
果

・制限が厳しい護国神社で開催できた
・豊富な体験型のアトラクションによる高付加価値

課
題

・各種制限等他の事業者で
も活用可能にするための
ノウハウの継承

・継続した取り組みのため
の次の機会

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・ビューローが積極的にノ
ウハウを蓄積し、特定の
会社だけに寄らない活用
推進の取り組み

・「次」の案件での活用

UV015
広島

ﾌｪｰｽﾞ S2×L2 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 一部あり（大手旅行会社）
受入先 商店街等 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 地域飲食店、メーカー等

成
果

・商店街側の協力体制・取り組み
・主催者とも協力した海外参加者にわかりやすい運営上の工夫

課
題

・商店街とのタッチポイン
トの継続

・「次」の案件での積極的
な活用

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・ビューローとして主催者
と地域の間に入ったフォ
ロー

・次の案件と継続した多
タッチポイントを持つ
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各事業の成果と課題
UV023
広島

ﾌｪｰｽﾞ S1×L2 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ あり（地域PCO兼印刷会社）
受入先 商店街等 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ キッチンカ―等

成
果

・ローカル色のある、食の体験コンテンツ（お好み焼き体験）
・ターミナル駅近くでの周辺飲食店を巻き込んだ企画

課
題

・整理券配布方法等の運営
上の課題改善

・店舗情報や英語での案内
など参加者目線での必要
な情報の精査

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・国際会議に不慣れなコー
ディネーターが行う場合
のビューローのサポート

・課題を次につなげるノウ
ハウの蓄積

地域001
広島

ﾌｪｰｽﾞ S2×L2 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ あり（大手旅行会社）
受入先 商店街等 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 通訳ガイド等

成
果

・懇親会からバーホッピングという流れによる相乗効果
・オペレーションが難しいバーホッピングへのトライアル

課
題

・オペレーション上の課題
や参加者の声を踏まえた
改善

・ビューロー視点での活用
策の検討

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・今回得られた改善点を活
かせる「次」の場の設定

・ビューローとしてこのコ
ンテンツをどのように活
用するかの検討

地域014
広島

ﾌｪｰｽﾞ S2×L1 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ あり（大手旅行会社）
受入先 複数飲食店

土産店等 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ アプリ会社、通訳ガイド等

成
果

・地域で利用されている既存のアプリをアレンジしての国際会
議で活用

課
題

・呉市とビューローとの協
力体制

・「次」の案件をどのよう
に持ってくるか、また原
資等をどうするか

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・継続した連携関係の構築
・主催側や参加者から費用

を負担してもらえる仕組
みの検討

UV016
鹿児島

ﾌｪｰｽﾞ S1×L2 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ あり（大手旅行会社）
受入先 船舶 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ ﾎﾃﾙ、施工・機材会社、ﾊﾟﾌｫｰﾏｰ等

成
果

・クルーズ船ではない、定期就航線の活用
・船上での懇親会から繁華街への誘導

課
題

・食事への配慮、特産品の
アピールなど、事前に使
えるものを作り仕組み化
の検討が必要

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・⺠間と連携しながら、例
えば地産食材を紹介する
コンテンツをパッケージ
化して貸し出すなど、
ビューローとして仕組み
化の工夫を推進
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共通する課題の整理

ビューロー等が主催者や地域の関係者から評価される存在になるために
これらの課題を改善していく必要がある

・今回だけに終わらせず定着させる
・仕組み化による効率化
・魅力向上の循環へつなげる

などの意識が不足

自走化（継続化）や
仕組み化意識の不足

・参加者への周知の不足
・必要なサポートが提供されていない
・今後の関係性に⽀障が生じる可能性

などが発生

主催者や地域との
コミュニケーション不足

・運営ノウハウの不足
・クオリティに対する意識の欠如
・案内のタイミングや内容の不足

などは実証を踏まえて改善が必要

事業クオリティや
参加者への発信の不足
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共通する課題と解決策
課題等 解決策やアクション等

・今回発生した課題を整理、蓄積し、「次」の事業でどのよ
うに改善するかまでの落とし込みができていない

・各種許可申請や利用制限など行政組織内の折衝で事前に改
善を調整し、仕組み化できる点が検討されていない

課題改善の意識
・実際に実施をしたことによって、浮かび上がった様々な改

善点について、必ず関係者とともに改善策を検討する
・次の機会の際に同じことをしないよう、事前に仕組み化

や調整できるものは、先行して実施する

課題の整理と先手での改善の実施

・実証事業を経て「経験値」を得られた地域は多いが、今後
どのように「売る」かまで、検討していない

・実証事業だからできる大盤振る舞いが多くスリム化が必要
・その観点から主催者側に意見を聴取しているビューロー

等が少ない

コンテンツを継続させる意識
・柔軟性を持たせ、主催者のニーズや予算の幅に合わせて

アレンジできるよう関係者と検討が必要
・地域としてつけられる「付加価値」が何かを考え、仕

組み化や制度化を行う
・国際会議の予算の中で実施するための取捨選択を今回の

主催者と意見交換する

主催者などからの意見を元に検討を行う

・国際会議名を入れ替え、一部の調整を行うだけで汎用的に
活用できるようにするなど、次への効率化の意識が不足

・調整が直前までかかり、参加者への周知が遅くなり周知不
足の事業が多かったので、仕組み化による効率化が必要

汎用性のない取り組み
・毎回大きな労力をかけるのではなく、「次」を常に意識し、

効率的な仕組みづくりを意識した事業の組み立てが必要
・効率化によりスピーディーに参加者への周知をはかれるよ

う意識する

必ず「次」を意識し仕組み化を前提に

自走化（継続化）や仕組み化意識の不足

アトラクション助成との組み合わせた展開なども検討
・国内でもいくつかの地域では、地域としてできる「付加価値」のつけ⽅として、国際会議開催時のアトラクション（伝統芸能等）の費⽤助成を⾏う仕組み
は多い。ユニークベニュー等の付加価値づけとして、それらと組み合わせて提案を⾏っていくことも⼀つのポイントとなる。

・本事業でも参加者も参加することができる、体験型のアトラクションの評価は高かった。

Point

出所：新潟観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ協会Webｻｲﾄ
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共通する課題と解決策
課題等 解決策やアクション等

・アレルギー表示は、ほとんどの事業で対応されているが、
ハラルやベジタリアンへの対応は不十分なケースも多
く、結果として参加者の満足度にもあらわれた

・但し、毎回厳密な対応が必要というものではなく、主催側
との密な情報共有ができていないことに起因する、す
れ違いのようなケースが多い

ハラル・ベジタリアン等の対応
・地域によって事業者の対応レベルに差が出てしまうのは、

ノウハウや人材の不足によって、仕方がない側面もある。
・できること、できないことを整理した上で、主催者

と調整することが重要。
・主催者・事業者・ビューロー等で密に情報交換をしながら、

どのような属性の方がどれだけいるのか、他国開催時にど
こまで対応していたかなど、主催側として対応しなけれ
ばならない「ライン」を明確にして対応することが必要

・地域の事業者だけでは主催者と密なコミュニケーショ
ンは取りづらい場合もあるので、ビューロー等が間に入
り調整することも必要

・場合によっては、前回大会の視察に行き、対応状況などを
確認しておくことも有効

主催者との意思疎通の促進

・コンテンツの受け皿となる、事業者の属性や経験値は多岐
にわたるが、それぞれのビジネスメリットや想いを
もって取り組んでいる

・ビューロー等は主催者と受入事業者の間に立ち、バラ
ンスを取ったり、本来の目的である地域性を出し参加者の
満足度を高め、消費を促し、次の国際会議誘致につなげる
ことが求められるが、その点が課題となった事業もあった

ビューロー等の役割
・国際会議を誘致の前提として、国際会議が地域に大きな

効果をもたらしていることの再認識が重要
・地域への効果を最大化し、地域の魅力を向上させて誘致力

を強化することもビューローの役割
・主催側の無理難題などに対してビューローが間に入り、地

域の事業者が「国際会議にもう関わりたくない」と思
わないよう、フォローが必要

ビューロー等の役割と目的の明確化

主催者や地域とのコミュニケーション不足

システムの活⽤による効率化も検討
・参加者の食の嗜好を把握できるシステムは、日本でもいくつか開発さ
れている。ゲストの食の嗜好を事前に把握し対応を検討することで、ス
ムーズなオペレーションにつなげることができる。こういった主催への
提案も、評価されるポイントに今後なり得る。

Point

出所：CANEAT社 Webサイト
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共通する課題と解決策
課題等 解決策やアクション等

・魅力的な郷土料理や日本酒なども、ストーリーが伝わ
らなければ魅力は半減するが、伝える工夫が不足
していた

・事業者側だけではコスト(手間)がかかる。仕組み化
が必要

地域性の伝達方法の不足
・地域の食材や郷土料理、日本酒などが持つストーリー

は大きく変わることはないのでストックが可能。
ビューロー等が地域の情報を集約し、事業者へ貸し出
せば、事業者側の負担を減らしながら対応ができる。

ビューローが事前にコンテンツを用意

・ユニークベニューや地域回遊など、全体をコント
ロールできる事業者が不足

・ビューロー等も司令塔として積極的に関与すべきでは
あるが、事業全体を運営する役割までを担うのは負担
が大きい

運営クオリティの不足
・地域に拠点を持つ旅行代理店や地域のイベンターなど、

イベント運営の経験のある事業者に国際会議の
場での経験を積ませ、育成することも必要

・ビューロー等は、地域事業者向けの勉強会など、ス
テークホルダーの輪を広げる取り組みを行うこ
とが重要

地域のイベンター等の巻き込み

・アンケート結果でも、多くの海外参加者が地域回遊に
あたっては地域に関する「情報」が欲しいと回答

・「クーポン（金券）」を発行することが目的化してい
る事業も多かったが、それよりも店舗の情報など
を適切に伝える工夫の方が重要

適切な地域情報発信の不足 ・国際会議参加者が必ず見るのは、国際会議自体のWeb
サイト。参加者の多くはそこから様々な情報を得るた
め、地域情報もそこへ掲載するよう主催者と調
整する。

・おすすめの店舗、場所や食文化のストーリー、何がで
きるか・食べられるかなど、ビューロー等が国際
会議参加者向けのWebサイトをあらかじめ構築
し、早い段階からの情報発信が重要

事前に地域情報をまとめたWebを構築

事業クオリティや参加者への発信の不足

・会議参加者の属性等に合わせカスタ
マイズされた、DMOスタッフのおす
すめのお店などを紹介するビュー
ローが作成する「アナハイムの
楽しみ方」ページを提供。主催者か
ら参加者へのメールにURLリンクを
掲載して発信し、参加者にアナハイ
ムでの滞在消費をプロモーション。

・MICE参加者向けにアナハイム市内に
限らずオレンジカウンティ全域での
様々な割引特典を掲載したアプリを
作成し消費、回遊を促進。

アナハイムの事例

出所：Vist Anaheim Webサイト

・地産地消に関するパネルやポスター
などは、各地の自治体などで作成さ
れているケースも多い。

・地域を代表する食材や郷土料理など
は、そうそう変わるものではない。

・それらを翻訳しておき、必要に応じ
て貸し出すことで、容易に地域の良
さをアピールすることができる。
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４）今後へ向けたまとめ
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参加者が開催地を堪能
開催地域への好印象
地域での消費促進

事業の成果の考え方

・会議場での開催
・参加者は会場内に滞留
・懇親会もホテルの宴会場

開催地を感じることが
ないまま滞在終了

地域での消費も少ない

国際会議開催件数
の積み上げ

地域により大きな効果を
もたらす発想への転換 自走化の本質は…

国
際
会
議
の
会
場
な
ど
の
状
況

参
加
者

ビ
ュ
ー
ロ
ー
等

＋

地域の継続的な
魅力向上

ユニークベニューや地域回遊
の取り組みによる主催者や参
加者への訴求と消費喚起

実証を通して生まれた様々な
好事例やノウハウの蓄積、改
善すべき課題の発見 など

コンテンツとしての自走化

・事業者側で自律的に受入が可能
・事業者自ら主催者へ誘致・提案などの営業

も行う
・活用の依頼などの相談に迅速に対応できる
・ビューローと関係性を持ちながらも、相互

に動き補完関係にある

・条件付きでも相談すれば、受入てくれる
・適切なオペレーションのためには、ビュー

ロー等や理解度の高いコーディネーターの
存在が必要

ビューロー等が・・・
・プロモーション素材を持っている
・主催者からのニーズに応じて、事業者等と

相談しながら、柔軟に内容をアレンジして
提案できる

前提条件

ベストの状態 事業者がLevel3

ベターの状態 事業者がLevel2

一般的な国際会議 本事業による成果

次
へ
つ
な
が
る
素
地
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地域の継続的な魅力向上とは

地域の輪
の広がり

新たなコ
ンテンツ
の開発

誘致力強
化

開催効果
拡大

地域の継続的な
魅力向上

■地域での魅力向上のための循環モデル■

輪の中心で主体となるべき
なのがビューロー等

ユニークベニューを開発した、地域回遊のプログラムを構築した
で終わってしまっては先にはつながらない

継続した取り組みがなければ、１つコンテンツが増えただけ
本質的な地域の国際会議の誘致力強化にはつながらない

取り組みをきっかけに好循環の輪をつくりだすことが重要

本事業のような取り組みは、この循環を作り出すための
「きっかけ」という意識が必要

ビューロー等
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コンテンツとしての自走化

・主催者がかけられる予算は国際会議によって大きく異なる
・汎用性を高めるためには、予算に合わせた実施可能な形態の検討が必要
・ビューロー等が柔軟に提案できるよう、内容を理解することが必要
・主催側の予算を増やす取り組みも（地元企業の紹介等による協賛協力）

①主催者の予算に合わせた提案のアレンジ

②主催者が予算調整を頑張ろうと思う付加価値づけ

③次へつなげる意識（参加者による共有の仕掛け等）

・主催者が余分に予算をかけてでも実施したいと思う付加価値づくりが必要

・ただ漫然と実施するのではなく、次の国際会議誘致へつなげる意識が重要

【調整すべき点の例】
今回の実証事業では、通常では配布しない
ようなノベルティ、高額な飲食メニューや
クーポン提供などの大盤振る舞いも目立っ
た。施工費なども含め、コストを縮減しな
がら、コンテンツとしての価値を毀損しな
い内容を事業者と検討しておかなければな
らない。

【付加価値の例】
✓地域ならではの食や特別感のある会場・

演出、アトラクションなど
✓地域とコミュニケーションが取れる機会、

双方にとっての交流・学びの場の構築

【取り組みの例】
✓参加者にSNSへの投稿を促す仕掛けを入

れ込んで展開する
→参加者の発信はつながりのある他の研究

者が見る可能性もあり、少ない投資でプ
レゼンスを向上させ将来の国際会議誘致
につながる可能性もある
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地域の継続的な魅力向上

本実証事業に複数
携わったｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

・今回実施したコンテンツは、当社としてもインバウンドのツアーなどでも
活用しながら、継続的に展開、販売していきたいと考えている。

・受け入れてくれるユニークベニューの会場側で拒否感が出ないように、他
の事業者が実施する際にも注意点などは、積極的に共有してもらいたい。

・そもそもなぜそのコンテンツを開発するのかの整理
→この点がなければ、ただのプログラム開発に終わり、継続性は生まれない

①なぜそのコンテンツを開発するのかの整理

②連携するコーディネーター（⺠間）を検討

③「次」の機会を獲得する

・ビューロー等だけが動くのでは限界がある
・ビジネスとして考えられる野心的なコーディネーターの確保が重要
・コーディネーターは地域と一緒に歩める事業者でなければならない

・せっかく構築した連携先との関係性も「次」がなければ疎遠になる
・「次」の機会を必ずつくる意識を持つことが重要
・継続した機会があれば、ビジネスにもつながり、地域からの動きになる

【コンテンツ開発の考え方の例】
✓都市の弱みや課題は何か。その弱みや課

題を補い、都市魅力の強化につながるコ
ンテンツなのか。

✓そのコンテンツを開発することで誘致活
動にどのように役立つのか。他都市と比
して不足している、など。

【コーディネーターがいるメリット】
✓ビジネス思考で検討ができれば、国際会

議だけでない幅広い活用の可能性が生ま
れ、幅が広がりやすい。

✓初期段階でノウハウを借りられれば、や
がて地域の受入側だけでも実施できるよ
うになる可能性がある。
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本日の報告のまとめ

単なるコンテンツ開発で終わるのではなく
地域の継続的な魅力向上につなげることが重要

地域の継続的な魅力向上のためには、
ビューロー等が中心となり好循環を作り出すことが必要

コンテンツとしての自走化のためには
主催者の予算を踏まえた様々な検討・取り組みが必要
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